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“First,
Design an elastic rational skeleton.

Second,
Dampers can make it a good structure.”

Prof. Jerome. J. Connor, MIT said.
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上記が既知として、単位荷重法によって右端の変位を求める

1kN
4kN

1 x Δ = 4 x (60 x L / AE) = 4 x (60x100/100,000) = 0.24cm

「外荷重による変位」と「外荷重によるロッドの伸び」を一つの仮想変位のセットと考える

単位荷重

単位荷重による赤い棒の軸力

変位を知りたい点に単位荷重

外荷重外荷重外荷重に
よる軸力

単位荷重
による軸力

外荷重によりロッドが伸び、
梁の先端に生じる変位が求まる

剛な梁

単 位 荷 重 法

ロッドの伸び
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静定構造なので、全体変形 !"#!
$%!
の内、a が "#!

$%!
、b が "#!

$%!
だけ変形寄与したと考えて良い。



大胆な考え：不静定構造の場合でも、全体変形 "#!
!$%!

の内、a が "#!
&$%!

、b が "#!
&$%!

だけ変形寄与したと考える。







部材 I の幅をαi 倍に広げ、全重量の変更はしないとすると、

LaGrange Multiplier λ を用いて

偏微分をゼロとおくと、頂部の変形を最小化するための個々の w’i とαiが求まる
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